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後方視界看視装置取付装置等試験 

1. 総則

後方視界看視装置取付装置試験の実施にあたっては、「道路運送車両の保安基準の細目を定め

る告示」（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）に定める「別添 130 後方視界看視装置取付装置

等の技術基準」の規定及び本規定によるものとする。 

2. 試験記録及び成績

試験記録及び成績は、該当する付表の様式に記入する。

試験成績については記載内容が変わらなければ、別表を作成し添付しても良い。

このときの書式は特に規定しない。

2.1. 当該試験時において該当しない箇所には斜線を引くこと。 

2.2.  記入欄は、順序配列を変えない範囲で伸縮することができ、必要に応じて追加してもよ 

い。 
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付表

試験期日

試験場所

試験担当者

1. 試験自動車又は/及び装置指定番号

試験自動車

後方視界看視装置

2. 試験機器

試験機器 メーカー・型式・シリアル番号

3. 試験成績

3. 取付要件

3.1. 後方視界看視装置の取付

3.1.1. 適／否

3.1.2. 適／否

3.2.

3.2.1. 適／否

3.2.2. 適／否

3.3. 画像表示装置の取付位置

3.3.1. 適／否

3.3.2. 適／否

3.3.3 適／否

3.4. 適／否

カメラの取付位置

後方視界看視装置取付装置等試験

車名： 型式(類別)：

車台番号：

装置指定番号：

検定日 検定有効日

画像表示装置の取り付けに起因する運転者の直接視界の遮蔽は、最小限であ
ること。

電気結線
画像表示装置は、後退イベントの開始に連動して作動するものであること。
ただし、型式の指定等を行う場合にあっては後退イベントの開始から2.0秒以内
に後方視界像が表示されるものとする。

画像表示装置は運転者の眼の位置から別添129「後方視界看視装置の技術基
準」4.4.で算出された最遠距離以下の距離で取り付けられていること。

後方視界看視装置は、車体外側から、視界に関する要件に適合するために必
要な量を著しく超えて突出しないこと。

画像表示装置は、運転者が運転者席に着席した状態で直視できる範囲内にあ
り、近接後方視界が容易に確認できる位置に備えられていること。

カメラが、別添129「後方視界看視装置の技術基準」4.3.で測定された範囲に取
り付けられていること。

カメラ周辺の構造物が、カメラに対して、別添129「後方視界看視装置の技術基
準」3.1.1.の要件に影響が無いように配置されていること。

後方視界看視装置は、走行中の振動により著しくその機能を損なわないように
取り付けられていること。
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3.5. 適／否

3.6. 適／否一時的な変更
衝突の危険性がある場合、車両が直進していない場合その他運行中の視界を
改善するために、画面を一時的に変更してもよい。この画面の変更中において
は別添129「後方視界看視装置の技術基準」3.2.1.および3.2.1.1.に規定された
要件は満たされなくてもよい。
技術機関に対し、この画面の変更によって安全性が増すことを証明するものと
する。

作動停止
後方視界看視装置は、後退イベントが開始された時から、運転者が他のカメラ
の画面に切り替える時、変速装置が後退位置ではなくなった時又は後退イベン
トが終了する時まで、近接後方視界を表示し続けなければならない。
ただし、車両が後退していないときは、当該画面を手動でオフに切り替えること
ができる。
連結装置による連結を検知した場合は近接後方視界を非表示としてもよい。こ
の場合において画像表示装置には連結された被牽引自動車の後方に備えた
カメラの画像その他の画像を表示してもよい。
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